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(57)【要約】
　既存のインフラストラクチャ要素１５０を用いて、ユ
ーザに方向情報を提供するためのシステム及び方法が開
示される。当該方法は、現在地と遠隔地との間のインフ
ラストラクチャ要素１５０のルートを決定し、前記現在
地は前記ルート内の最初の要素と関連付けられ、前記ル
ート内の最後の要素は前記遠隔地に最も近く、前記ルー
ト内の前記要素の各々は、物理的識別及びデータ識別の
うちの少なくとも１つによって特定されるステップと、
前記ルート内の前記インフラストラクチャ要素の各々に
、所定の時間に所定の期間にわたり、段階的に視覚表示
を提供し、前記視覚表示の段階的な表示は、方向制御情
報を提供するステップと、を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方向情報を提供するためのシステムであって、前記システムは、
　少なくとも１つのネットワーク構成内に配置された複数のインフラストラクチャ要素で
あって、前記インフラストラクチャ要素は、物理的位置識別及びデータ識別のうちの少な
くとも１つを有する、インフラストラクチャ要素と、
　前記複数のインフラストラクチャ要素の各々に接続されるインターフェースであって、
前記インターフェースは、入力手段及び視覚出力手段のうちの少なくとも１つを含む、イ
ンターフェースと、
　前記インフラストラクチャ要素と通信する中央コントローラであって、前記複数のイン
フラストラクチャ要素のうちの１つと関連付けられた入力装置から受信した遠隔地に関す
る入力に応じて、
　　受信した前記入力に視覚表示を割り当て、
　　前記受信した入力を提供した前記入力装置と関連付けられた場所と、前記遠隔地に近
いインフラストラクチャ要素との間の、前記複数のインフラストラクチャ要素のうちの選
択されたインフラストラクチャ要素のルートを決定し、前記複数のインフラストラクチャ
要素のうちの前記選択されたインフラストラクチャ要素は、概して隣接したインフラスト
ラクチャ要素であり、
　　割り当てられた前記視覚表示を、前記ルート内の前記複数のインフラストラクチャ要
素のうちの前記選択されたインフラストラクチャ要素の各々に、所定の時間に所定の期間
にわたり段階的に提供する、中央コントローラと、
　を有する、システム。
【請求項２】
　前記視覚表示は、段階的な時間間隔内に、前記複数のインフラストラクチャ要素のうち
の前記選択されたインフラストラクチャ要素のうちの次の１つに提供される、請求項１に
記載のシステム。
【請求項３】
　前記入力手段は、少なくとも１つの所定の遠隔地を提示するための手段を更に有する、
請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記インフラストラクチャ要素の各々は、物理アドレスを有する、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項５】
　前記インフラストラクチャ要素の各々は、ＧＰＳ受信機を含む、請求項１に記載のシス
テム。
【請求項６】
　前記ルートを決定することは、
　前記受信した入力を提供した前記入力装置と関連付けられた前記場所と、前記遠隔地と
の間の、地理的な差を決定することと、
　前記遠隔地に最も近いインフラストラクチャ要素を決定することと、
　前記受信した入力を提供した前記入力装置と関連付けられた前記インフラストラクチャ
要素と、前記遠隔地に最も近い前記インフラストラクチャ要素との間の、各インフラスト
ラクチャ要素を決定することとを有し、各インフラストラクチャ要素は、少なくとも対応
する物理的ネットワーク識別及びデータネットワーク識別によって特定される、
請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記所定の時間は、前記ルート内の前記選択されたインフラストラクチャ要素の次の１
つまでの所定の歩行速度に基づく、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記入力手段は、無線通信プロトコルを含む、請求項１に記載のシステム。
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【請求項９】
　前記入力手段は、ブルートゥース（登録商標）、ＮＦＣ、及びセルラ通信のうちの１つ
である、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記インフラストラクチャ要素は、照明要素を含む街灯、照明要素を含む電柱、及び複
数の照明要素を含む室内照明システムのうちの少なくとも１つである、請求項１に記載の
システム。
【請求項１１】
　前記照明要素は、所定の速度でオン及びオフされる、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記中央コントローラは、
　前記少なくとも１つの所定の遠隔地のうちの１つまでのルートを決定し、
　前記インフラストラクチャ要素と関連付けられた前記照明要素を、前記ルートに沿って
、所定の時間に所定の期間にわたり、段階的に点灯させる、
請求項３に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記所定の時間及び前記所定の期間は、運動錯覚をもたらすように選択される、請求項
１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記インフラストラクチャ要素と関連付けられた前記照明要素は、繰り返し作動される
、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１５】
　現在地からの遠隔地を受信するステップと、
　前記現在地から前記遠隔地までのルートを決定し、前記ルートは、インフラストラクチ
ャ要素のネットワーク内に配置された複数のインフラストラクチャ要素のうちの選択され
たインフラストラクチャ要素から決定され、前記現在地は前記決定されたルート内の最初
のインフラストラクチャ要素と関連付けられ、最後のインフラストラクチャ要素は前記遠
隔地に最も近いインフラストラクチャ要素と関連付けられるステップと、
　前記選択されたインフラストラクチャ要素の各々に、段階的に視覚表示を提供し、前記
視覚表示は、前記ルート内の次のインフラストラクチャ要素に、所定の時間に所定の期間
にわたり、段階的に提供されるステップと、
を有する、方向制御を提供するための方法。
【請求項１６】
　前記所定の時間は、前記次のインフラストラクチャ要素までの歩行速度に基づく、請求
項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記視覚表示は、前記複数のインフラストラクチャ要素のうちの対応する１つと関連付
けられたランプ、照明システム、及び前記複数のインフラストラクチャ要素のうちの対応
する１つと関連付けられた表示のうちの１つによって提供される、請求項１５に記載の方
法。
【請求項１８】
　前記複数のインフラストラクチャ要素の各々は、物理的ネットワーク識別及びデータネ
ットワーク識別のうちの少なくとも１つによって特定される、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記視覚表示は、現在のインフラストラクチャ要素で既知の速度で点滅される、請求項
１５に記載の方法。
【請求項２０】
　前記視覚表示の段階的な表示は、前記視覚表示の運動錯覚をもたらすように選択される
、請求項１５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本出願は、ナビゲーションシステムの分野に関し、より詳細には、ユーザを当該ユーザ
の所望の目的地に向かわせるための直観的指示を提供するシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　市街地図及び道を聞くことは、一般的に街の通りをナビゲートするための手段とされて
きた。通常は、ユーザが新しい街内の所望の場所に行きたい場合、ユーザは地図を購入し
、地図の詳細を調べることによって所望の目的地まで歩く又は運転するというタスクを始
める。ユーザ（例えば歩行者、サイクリスト、及び他の移動速度の遅いユーザ）が所望の
目的地に近づいたとき、ユーザは止まって、通りにいる人々に質問する可能性がある。
【０００３】
　携帯電話システム技術と全地球衛星測位システム（ＧＰＳ）技術との結合のおかげで、
今やユーザは、地図を購入したり見知らぬ人に道を聞いたりすることなく、便利に所望の
場所に向かうことができる。しかしながら、技術の精度が原因で、ユーザは道を聞き続け
ることとなる可能性がある。
【０００４】
　更に、緊急事態の場合に、当局者が１以上の領域からの人々の避難を要求するとき、当
局者は、人々を当該領域から移動させるための最も迅速、安全、かつ直接的な指示を与え
るために、人々に方向指示を提供することを必要とする可能性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、ユーザが所望の場所への方向を取得するために便利に利用することのでき
る、及び、地域の当局者が緊急事態の発生した領域内にいる人々に避難方向を提供するた
めに利用することのできる、効率的な方向ナビゲーションシステムに対する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　方向情報を提供するためのシステムが開示され、当該システムは、少なくとも１つのネ
ットワーク構成内に配置された複数のインフラストラクチャ要素であって、前記インフラ
ストラクチャ要素は、物理的位置識別及びデータ識別のうちの少なくとも１つを有する、
インフラストラクチャ要素と、前記複数のインフラストラクチャ要素の各々に接続される
インターフェースであって、前記インターフェースは、入力手段及び視覚出力手段のうち
の少なくとも１つを含む、インターフェースと、前記インフラストラクチャ要素と通信す
る中央コントローラであって、前記中央コントローラは、前記複数のインフラストラクチ
ャ要素のうちの１つと関連付けられた入力装置から受信した遠隔地に関する入力に応じて
、受信した入力に視覚表示を割り当て、前記受信した入力を提供した前記入力装置と関連
付けられた場所と、前記遠隔地に近いインフラストラクチャ要素との間の、前記複数のイ
ンフラストラクチャ要素のうちの選択されたインフラストラクチャ要素のルートを決定し
、前記複数のインフラストラクチャ要素のうちの前記選択されたインフラストラクチャ要
素は、概して隣接していて、前記割り当てられた視覚表示を、前記ルート内の前記複数の
インフラストラクチャ要素のうちの前記選択されたインフラストラクチャ要素の各々に、
所定の時間に所定の期間にわたり段階的に提供する、中央コントローラと、を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　本発明の利点、本質、及び様々な追加的特徴は、添付の図面とともに詳細に記載する例
示的実施形態を検討することによって、より完全に明らかとなるであろう。なお、添付の
図面では、これら図面全体にわたり、類似の参照符号は類似の要素を特定するために用い
られる。
【０００８】
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【図１】本発明の原理による街全域のネットワークを示す。
【図２】本発明の原理によるネットワーク構成を示す。
【図３】本発明の原理による例示的なインターフェースを示す。
【図４】本発明の原理による方向を提供する方法を示す。
【図５Ａ】図１に示されるシステムの動作方法のプロセスフロー図を示す。
【図５Ｂ】図１に示されるシステム内の各ポールで実行される処理のプロセスフロー図を
示す。
【０００９】
　本明細書に記載の本発明の図面及び説明は、本発明の明確な理解に関係する要素を示す
ために簡略化され、明瞭化の目的で他の多くの要素を除外していることが理解されるべき
である。しかしながら、これらの要素は当業者によく知られているので、また、本発明の
より良い理解を促進するものではないので、本明細書においてかかる要素の検討は提供さ
れない。本明細書における開示は、当業者に知られているバリエーション及び改良もまた
対象とする。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１は、配電網内で相互接続されている複数のセンサ要素１１０及び／又は照明要素１
４０と通信する、少なくとも１つの中央コンピュータ１３０（明瞭化の目的で１つだけが
示されている。）を有する、例示的な街全域のネットワークシステム１００を示す。
【００１１】
　例えば煙センサ、大気質センサ、火災センサ、視覚センサ等のセンサ要素１１０は、様
々な緊急事態を検出し、分析及び適切な対応のために中央コントローラ１３０に送信する
ことができる信号を生成すべき場所に設置される。
【００１２】
　更に、少なくとも１つの中央コンピュータ１３０は、街全域にわたり集中制御を提供す
る街管理システム１２０と通信してもよい。各少なくとも１つの中央コントローラ１３０
は、例えば交通、天気、事故、緊急事態等に関し、街管理センタに情報を提供し得る。街
管理センタ１２０は、大きな緊急事態（例えば地震）情報に関する情報を中央コントロー
ラ１３０に提供し得る。本明細書においてより完全に記載するとおり、これに応じて、中
央コントローラ１３０は１つ又は複数の脱出ルートを選択し、脱出及び避難情報を提供す
るために、複数の天井灯又は複数の道路灯を制御するであろう。
【００１３】
　また、中央コントローラ１３０は、局所領域内の複数の街灯１５０又は他の類似のイン
フラストラクチャ種目（例えば電柱）と通信してもよい。街灯１５０は、各街灯１５０に
電力を供給する配電網内に配置されてよい。各街灯１５０は、配電網内の当該街灯の位置
に対応した識別によって特定することができ、又は物理的位置によって特定することがで
きる。中央コントローラ１３０は、対応する中央コントローラ１３０を通じて局所の街灯
１５０を制御するために用いることができる情報を、街管理センタ１２０に提供し得る。
【００１４】
　あるいは、街管理センタ１２０は、局所の街灯１５０上の照明光１６０の状態を監視す
るために、中央コントローラ１３０に情報を提供し得る。
【００１５】
　本発明の原理によると、局所の街灯１５０（及び関連する照明光１６０）並びに室内ラ
ンプ１４０は、ユーザに方向情報を提供するために用いられることができる。図１に示さ
れるとおり、街の歩道に立ち並ぶ街灯１５０（又は他の類似のインフラストラクチャ）は
、ユーザに方向を提供するための便利で簡単な方法である。
【００１６】
　本発明の例示的な実施形態では、中央コントローラ（コンピュータ）１３０は、センサ
１１０及び／又は町管理センタ１２０から情報を受信し、室内照明１４０及び／又は対応
する街灯１５０上に含まれる照明光１６０にメッセージを送信する。センサ１１０は、緊
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急事態の出来事（例えば火災）を直接検出するために用いられる。また、街管理センタ１
２０も、いくつかの緊急事態又は起こり得る緊急事態（例えば災害や予期される災害）の
情報を中央コントローラ１３０へ直接送信することができる。中央コントローラ１３０は
、次いで受信した情報に反応し、秩序正しい方向移動を提供するために、街灯１５０上の
照明１６０を制御する。例えば、中央コントローラ１３０は、局所領域内の人々に、当該
領域から避難するための方向制御を提供するために、室内照明システム１４０及び／又は
街灯１５０上の屋外灯１６０を制御する。
【００１７】
　図２は、複数の街灯（又は街灯柱）１５０の各々と通信する中央コンピュータ（すなわ
ちサーバ）１３０の例示的構成を示し、各街灯１５０は、インターフェース２００、ユー
ザインターフェース２２０、及び少なくとも１つの信号灯２４０を含む。信号灯２４０は
、例えば、交差点で交通を制御するのに用いるライトを表してもよい。あるいは、信号灯
２４０は、ポスト識別（例えば、物理的位置、データネットワーク識別等）を表してもよ
い。インターフェース２００、ユーザインターフェース２２０、信号灯２４０、及び街灯
１５０上のライト１６０は、従来の電力ネットワーク内で街灯１５０に供給される電力か
ら電力供給されてよい。あるいは、インターフェース２００は、対応する街灯１５０に取
り付けられた太陽電池（図示されていない。）により電力供給されてもよい。更に、サー
バ（中央コントローラ／コンピュータ）１３０は、ネットワーク上の各複数の街灯１５０
と有線又は無線で通信してもよい。ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ／ｎ（及び他の類似
のＩＥＥＥ無線規格）といった無線プロトコルは、当業者によく知られており、本明細書
において詳細に検討する必要はない。更に、既存の電力線有線ネットワーク上において、
中央コントローラ１３０及び各街灯１５０の間でデータ信号が提供されてもよい。電力線
ネットワーク上のデータもまた、当業者に知られており、本明細書において詳細に検討す
る必要はない。
【００１８】
　各街灯１５０は、中央コントローラ１３０が街灯及び関連するインターフェースを特定
するために用いる固有の物理アドレスと、街灯１５０に取り付けられた任意の照明装置の
動作を制御する街灯内のインターフェース２００及び／又はコントローラをアドレス指定
し、又は通信を提供するために用いることができるデータネットワーク識別とで指定され
てよい。
【００１９】
　図３は、ユーザに情報を提供する、街灯１５０上に組み込まれた例示的なインターフェ
ース２００を示す。インターフェースは複数の領域２４０を含み、これら領域は本明細書
においては３１０．．．３５０として個別に指定され、色分けされてよく、ユーザに情報
（例えば方向）を提供するために用いることができる。予備の領域３６０が将来の拡張の
ために含まれてよい。色分けは、ある街灯１５０から次の街灯１５０へ色が段階的に表示
されるとき、視覚による容易なルート特定を提供する。
【００２０】
　インターフェース２００は、ユーザが例えば所望の目的地といった情報を入力すること
を可能とするユーザインターフェース領域２２０を更に含んでよい。ユーザインターフェ
ース領域は、１以上のよく知られたマン・マシン・インターフェースを含んでよい。例え
ば、図示されていないが、入力ユーザインターフェース領域２２０は、英数字を入力する
ためのキーボードを含んでよく、若しくは英数字の情報を入力するためのペン型入力を含
んでよく、又はユーザが口で言った言葉を入力することを可能とする音声認識システムを
含んでよいことが認識されるであろう。ユーザが所望の情報を入力することを可能とする
ために、他の類似のタイプの入力装置が、入力領域２２０に組み込まれてよい。更に、イ
ンターフェース２００は、ユーザの入力に応じて音声出力（例えば、あなたの目的地は、
この場所の西３．２マイルです。）を提供することができる音声出力発生器（図示されて
いない。）を含んでもよく、又は緊急事態の場合、大きな音声の出力（例えば「緊急事態
が宣言されました。ライトに従って避難して下さい。」）を提供してもよい。
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【００２１】
　入力された所望の目的地に応じて、中央コントローラ１３０は、入力された場所から目
的地の場所までの、街灯１５０のルートを決定し、この場合、ルート内の最初の街灯１５
０は現在地に関連付けられ、ルート内の最後の街灯１５０は目的地に最も近い街灯１５０
である。目的地の場所に関連付けられたルートは、隣接する街灯１５０を用いて、現在地
から、目的地に最も近い街灯１５０までの方向情報を提供することができるように選択さ
れる。所望の目的地が局所領域外にある場合、中央コントローラ１３０は、最後の街灯１
５０を次の領域内となるように決定し、ユーザを次の中央コントローラに受け渡す。
【００２２】
　本発明のある態様では、ユーザが所望の目的地に到着するまで、当該ユーザは街灯１５
０から街灯１５０に従って進むように、方向制御色が選択される。別の態様では、システ
ム内へのより多くのユーザに備えるため、制御色は交番する街灯上で実施される。本発明
のある態様では、方向色は２つ又は３つの隣接する街灯上でのみ提示され、ユーザが方向
色に従って進むとともに、ユーザが方向色を示す街灯に近づくときに、方向色は次の１つ
又は２つの街灯１５０上に段階的に点灯される。ある態様では、次の１つ又は２つの街灯
上に方向色を点灯する時間を決定するのに、所定の歩行速度が考慮される。本発明のある
態様では、ユーザは、当該ユーザが照明システムに従って進んでいることを知らせるため
に、ライトに連絡する必要がある。
【００２３】
　示された実施例では、少なくとも５つの有色表示３１０．．．３５０及び２つの未定義
領域３６０があり、７人までの個別のユーザが例示的な表示に収容され得る。しかしなが
ら、５つの有色表示は本発明の単なる説明のためであり、本発明は５つの要素又は示され
た色に限定されるものと考えられるべきではない。
【００２４】
　図３で、ユーザインターフェース（ＵＩ）のある実施例が示される。本発明のこの例示
的態様では、ユーザインターフェース２００の上部に、所定の目的地の場所までの方向制
御を提供する信号灯がある。この場合、最初のライトは、ユーザが当該ユーザの目的地を
成功裏に設定した後、当該ユーザと関連付けられる。最初のライトは図２に示されるよう
に複数のライトとすることが可能である。また、業者が広告をしたい場合の、業者のため
に指定された（所定の）色が示される。あるいは指定された領域は、団体が時々企画する
特定のイベント又は活動（ランニングイベント、会議等）と関連付けられてもよい。イン
ターフェース内のこれらの領域の利用は、本記載のネットワークをサポートする地方都市
に対して収益を提供する、有料サービスとされ得る。この場合、ユーザは特定の広告業者
の色に接触し、更なる入力なしに当該広告業者までの方向を提供されることができる。前
述のとおり、書込みパッドやドロップダウンリストといった、多くの種類の入力方法を利
用することができる。更に、システムはユーザに２つの動作モード、すなわち選択モード
及び検索モードを提供することができる。
【００２５】
　本発明のある態様では、ユーザが場所（すなわち目的地、遠隔地）を探したいとき、当
該ユーザは、一番近い街灯柱１５０に行き、所望の目的地を入力又は検索することができ
る。次いでシステムは、当該ユーザの使用のための色を無作為に特定し、ＵＩ２００上に
当該色を示す。信号灯は、次の街灯柱１５０上で、次の街灯柱１５０までの歩行速度によ
る短期間、順次この色で点滅を始める。したがって、ユーザは、割り当てられた色が段階
的に（ルート内に割り当てられた）次の街灯柱１５０上に現れるとともに、当該割り当て
られた色に従って、当該ユーザの目的地の場所まで進むことができる。本発明のある態様
では、インターフェースはユーザが聞くことのできる音声コマンドを更に含む。本発明の
別の態様では、インターフェースは、移動体通信（例えばブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ）（登録商標）、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）
、セルラ通信）装置からの通信を受信するためのインターフェースを含み、及び／又は、
ユーザの携帯電話若しくは移動体通信装置に方向を送信することを可能とする通信プロト
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コルを提供する。例えばインターフェースは、ユーザが当該ユーザの移動体装置をインタ
ーフェースと「１対」にすることができる識別を含み、当該移動体装置を通じて入力を提
供することができる。次いで、前述の段階的に点灯される方向照明に加え、インターフェ
ースを通じて、当該移動体装置に目的地の指示（又は他の情報）が提供される。
【００２６】
　また、特別のアプリケーションを可能とするために、目的地はサーバ１３０上で設定さ
れてもよい。例えばシステムは、政府、団体、又は活動を企画する個人が、それらのゲス
トにナビゲーションを提供することを可能とする。したがって、インターフェース上の特
別の領域は、所定の目的地の単独の入力のために提供され、システムはユーザを当該所定
の目的地に向かわせるよう動作する。また、所定の場所は、業者が広告をし、当該業者の
店に客を引き込むために、当該業者と関連付けられてもよい。これらの種類のサービスは
、アドミニストレータ特権を使って当該サービスがサーバ上に設定されることが必要であ
る。当該サービスは、業者が所定の入力場所を持つ特権の対価を払う有料サービスであり
得る。
【００２７】
　ユーザによって無作為に選択され入力される目的地に関し記載したとおり、システムは
所定の目的地を含んでよく、現在の街灯柱１５０と、含まれる所定の目的地に最も近い街
灯柱１５０との間のルートを確立するのに十分な情報を提供するために、ユーザは単に所
定の目的地を選択するだけで足りる。この態様は、ユーザは必要な情報をすべて入力すべ
き必要がなく、単一入力を提供すれば足りる点で、ユーザに更なる利便性を提供する。
【００２８】
　前述のとおり、物理的位置識別及びデータネットワーク識別を有する特定の街灯柱１５
０からユーザにより入力された（目的地の場所を示す）入力は、次いで中央コントローラ
１３０によって、所望の目的地までのルートを決定するために用いられる。ルートは中央
コントローラ１３０の制御内にある複数の街灯柱１５０中の街灯柱１５０を含み、これら
は、ユーザを現在の街灯柱１５０から次の街灯柱１５０まで向かわせるために用いられる
ことができる。前述のとおり、ユーザは色（視覚表示）を割り当てられ、当該ユーザは次
いで、当該色に段階的に従って、現在の街灯柱１５０から次の街灯柱１５０まで進む。あ
る態様では、中央コントローラ１３０は、街灯柱１５０のルート全体を決定し、次いで（
歩行速度に基づく）適切な時間に、次の街灯柱１５０に通信を提供する。あるいはコント
ローラは、ユーザが現在の街灯柱１５０に近づくとともに次の街灯柱１５０を決定し、次
いで、動的に決定された次の街灯柱に通信を提供する。したがって、次の時間間隔内の次
の街灯柱１５０の割り当ては、動的に行われる。
【００２９】
　図４は、（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、及び（ｄ）とラベルされる例示的な表示を示し、こ
れらの図において、インターフェース２００上の表示は、ライトが見える範囲にいる人に
、同じ移動方向に従って進むよう勧告するために、指向性パターンで（すなわち、矢印の
方向に）段階的に進行する。方向情報を提供するためのこの段階的表示の形式は、当局者
が、緊急事態領域内にいる人々を緊急事態領域外に向かわせる、緊急事態の状況において
有益である。本件では、街管理センタ１２０は、中央コントローラ１３０に、緊急事態の
状態にあると思われる領域の外にある遠隔地を提示する。中央コントローラ１３０は次い
で、現在の街灯１５０と遠隔地との間の歩行距離が最小となるように、各街灯１５０から
のルートを決定する。決定された移動方向は、非常事態領域内の人々の安全な避難を提供
する。したがって、局所的な中央コンピュータ１３０（又はサーバ）は、街灯上に非常時
の移動方向が表示されるよう、インターフェース表示を上書きする。更に、街灯１５０と
関連付けられたランプ１６０は、移動方向の視覚表示を提供する既知の速度で点滅（オン
／オフ）されてよい。したがって、ランプ１６０は順々に段階的に制御され、これにより
ランプ１６０のオン／オフは運動錯覚をもたらし、よって当該領域から避難するための移
動方向を提供する。
【００３０】
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　代替的に、図４は、屋内施設の天井灯１４０（図１参照）を示す。この場合照明制御は
、領域内の人々に、領域から脱出するために照明の方向に従って進むための方向を提供す
るために用いられる。例えば、図４（ａ）の場合、３つの照明パネル区画が移動方向を示
す矢印を形成するために割り当てられる。図４（ｂ）／図４（ｃ）では、前述のように、
単一の照明パネル区画内の照明は、方向の指示を提供する速度で点滅される。図４（ｄ）
では、多色照明が利用できる場合、照明は方向指示を提供する速度で点滅される。この場
合、認識されるとおり、屋内照明又は屋外照明のいずれを検討する場合であっても、照明
がオン及びオフされる頻度は、照明がユーザから離れないように繰り返す。例えば、照明
のオンが段階的に次の照明に進行するとき、所定の数の照明が段階的にオン／オフされた
後、最初の照明から再びパターンが繰り返される。したがって、照明が段階的に進行し、
パターンが繰り返されるとともに、当該照明は内部にいるユーザに方向の錯覚を提供する
。
【００３１】
　現在地及び目的地に従って、ルート発見を実現することができる。本発明のある態様で
は、ルートはよく知られているナビゲーション技術（例えばＧＰＳ）を用いて計算され、
次に当該ルートは照明インフラストラクチャを用いたルートと相関させられる。したがっ
て、ＧＰＳが最終的な目的地までの直接のルートを提供する一方で、中央コントローラ１
３０は、提供されたルートを、局所的な電力ネットワーク内の街灯柱１５０で補正したル
ートに変換する。ある態様では、ルートは街灯柱１５０の位置を保存でき、所定の歩行方
向及び歩行速度（すなわち推定の地理的位置）に基づくか、又はユーザが街灯柱１５０で
当該ユーザの存在を知らせるかによって、ルート上の次の街灯柱１５０を選択する。この
場合、中央コントローラ１３０は、街灯柱１５０の地理的位置（例えば経度／緯度）、街
灯柱１５０の街の広域グリッド上の位置、固定の位置に対する相対位置（例えば電力線供
給系統の最初の街灯柱１５０）等に基づき、各街灯柱１５０の位置を保持する。更に、街
灯柱１５０は中央コントローラ１３０に地理的位置情報を提供するＧＰＳ位置システムを
含んでよい。前述のとおり、更に各街灯柱１５０は、データ通信ネットワーク内の街灯柱
１５０を特定する、固有のアドレスによって特定される。
【００３２】
　あるいは、中央コンピュータ１３０は、最適化されたルートを計算するために、ランプ
の位置情報を直接用いることによって知ることができる、既に決定されているルートの経
路に基づいてルートを決定してもよい。例えば、目的地の場所は特定の街灯１５０の場所
に割り当てられ、この目的地の場所が入力されると、現在の街灯１５０の位置からのルー
トが決定される。
【００３３】
　本明細書に記載のストリートワイズナビゲーションシステムを実施するための一般的な
手順は、次のとおりである。
　　　標準時間間隔が定義される。標準時間間隔は、ユーザが次の街灯柱１５０に到着す
ると見込まれるまでの時間を表してもよい。例えば、標準時間間隔は所定の歩行速度（例
えば時速３マイル）に基づいて選択されてよい。したがって、ルート内の次の街灯柱１５
０が作動を始めるための信号を受信する時間は、決定された時間の間隔（すなわち標準時
間間隔）となる。有色照明は、現在の街灯柱上で、標準時間間隔で所定の期間にわたり割
り当てられ、次いで、次の標準時間間隔内に、次の街灯柱に信号が送信される。更に、街
灯柱にいる間、所定の時間にわたり視覚表示（色）が街灯柱上で順次点滅する。街灯柱１
５０にいる間、視覚表示が点滅する時間もまた標準時間間隔に基づいてよく、又はユーザ
が次のインターフェースに連絡するときにユーザによって無効化されてもよい。更に、標
準時間間隔は、ユーザに対し情報を伝える次の街灯柱１５０が、隣の街灯柱１５０なのか
、又は１つ置きの（２番目すなわち交互の）街灯柱１５０なのかに基づいて決定されても
よい。したがって、システム搭載、インフラストラクチャ間隔、照明条件等のために、１
つ置きの街灯柱１５０がルートに割り当てられると仮定し、更に平均歩行速度が決定基準
であると仮定すると、標準時間間隔は、ユーザに対し情報を伝えるために各街灯柱１５０
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が選択される場合の２倍の長さの標準時間間隔となる。更に、同じ時間間隔内に同じ街灯
柱上で２以上の色がかち合う場合、街灯柱１５０で点滅速度を決定するために用いられる
決められた時間は、細分されることができる。複数の色は順番に点灯されることができる
。細分には制限があるであろう。通常、交差点にないライトは２方向にランプを有し、交
差点にあるライトは４方向にランプを有する。照明の点滅は、人々が常に当該人々の近く
の信号を見ることができるように、一定の期間（所定の時間）の後、繰り返す（例えば、
各ユーザに対する照明の点滅は、１標準間隔につき８回の頻度で起こる。）。光出力の繰
返し速度は、ユーザの状態によって調節されることができる。例えば、多くのユーザがい
るときは、点滅速度は大きくなる。
　　かち合う信号が多すぎる場合、いくつかの信号は追加の時間間隔１つ分延長される。
【００３４】
　図５Ａは、本発明の原理による、中央コントローラ１３０内で動作可能な、例示的なプ
ロセスを示す。この例示的な実施形態では、ブロック５１０で、用いられる各色に対し、
現在地及びルートが取得される。すなわち、複数ユーザのシステムにおいては、前述のと
おり、各割り当てられた色に対しルートが検討され、当該色を割り当てられたルート内の
街灯１５０に、色又は視覚表示が適切に提供される。ブロック５２０では、色により割り
当てられたルート内の次のポール又は街灯１５０が決定され、又は取得される。ブロック
５３０で、割り当てられた色と関連付けられたルート内の次のポールに、色に関する情報
が送信される。ブロック５４０で、次のポールが割り当てられる各ルートと関連付けられ
た次のポール上で用いられる、色の数に関する決定が行われる。例えば、各ルート内の次
のポールは主要な交差点にあり、多くの異なるルートがおおよそ同じ時間に（又は指定さ
れた時間間隔内に）このポール上に集中する可能性がある。ブロック５５０で、ポールに
色が割り当てられた期間中、ポールに割り当てられた各色が所定の回数点滅されるように
、割り当てられた色のポールでの点滅繰返し速度が調節される。ブロック５６０で、新し
いユーザがシステムに入った場合、他のルートが計算される。ブロック５７０で、システ
ムは、現在システム内にある各ルートに対し次のポールを決定するプロセスを続けるため
に、ブロック５１０へ進むのを待つ。
【００３５】
　図５Ｂは、本発明の原理による、街灯１５０のルート内の各次の街灯１５０での、例示
的な処理を示す。この例示的なプロセスでは、ブロック６１０で、（ユーザと関連付けら
れた）用いられる色に関する情報は、中央コントローラ１３０から取得される。次にブロ
ック６２０で、当該取得された色の数によって、ポールに対する色が点滅されるべき期間
中の、各色の点滅速度が決定される。ブロック６３０で、次の時間間隔に対する待機がな
され、次いでブロック６４０で、指定された照明色が、当初提供された色の数に基づく速
度で点滅する。各街灯１５０は、中央コントローラ１３０によって提供されたコマンドに
よる適切な時間に、方向照明システムを作動する。
【００３６】
　本発明による上述の方法は、ハードウェア内、ファームウェア内、又はＣＤ－ＲＯＭ、
ＲＡＭ、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスク、若しくは光磁気ディスク等
の記録媒体に保存されることのできるソフトウェア若しくはコンピュータコードとして、
若しくは、当初はリモート記録媒体上か非一時的コンピュータ可読媒体上かに保存され、
これはネットワークを通じてダウンロードされ、ローカル記録媒体上に保存されるコンピ
ュータコードとして実施することができ、これにより、本明細書に記載の方法は、汎用コ
ンピュータ若しくは特別なプロセッサを用いて記録媒体に保存されるソフトウェア内に提
供され、又は、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡといったプログラマブル若しくは専用のハードウェア
内に提供されることができる。従来技術において理解されるとおり、コンピュータ、プロ
セッサ、マイクロプロセッサコントローラ、又はプログラマブルハードウェアは、コンピ
ュータ、プロセッサ又はハードウェアによってアクセスされ実行されるときに本明細書に
記載の処理方法を実施する、ソフトウェア又はコンピュータコードを保存又は受信するこ
とができる、例えばＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュ等のメモリ・コンポーネントを含む。更
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に、汎用コンピュータが本明細書に示される処理を実施するためのコードにアクセスする
とき、コードの実行は、汎用コンピュータを、本明細書に示す処理を実行するための専用
コンピュータに変換する。
【００３７】
　本発明の基本的な及び新規の特徴は、これらの好ましい実施形態に適用されるものとし
て示され、説明され、指摘されたが、開示された装置の形式及び詳細において、並びにこ
れら装置の動作において、本発明の趣旨を逸脱することなく、記載の装置に様々な省略、
代替、及び変更を加えることができることが当業者によって理解されるであろう。
【００３８】
　同じ結果を達成するための実質的に同じ方法において、実質的に同じ機能を実行する要
素のすべての組合せは、本発明の範囲内であることが明確に意図される。また、記載され
たある実施形態から別の実施形態への要素の置換えも、完全に意図され予期されている。

【図４（ａ）】

【図４（ｂ）】

【図４（ｃ）】

【図４（ｄ）】
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